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第 9号 

心が元気になる本 

 甲斐国(かいのくに、今の山梨県)の戦国武将、武田信玄は、1567 年、今川氏との

同盟を破ります。それに対し今川氏は、武田側が塩を手に入れられないよう仕向け

ました。山に囲まれ海がない甲斐国では塩が作れず困っていたところ、敵対して 

いた越後国(えちごのくに、今の新潟県)の上杉謙信から、1568 年、旧暦のこの日に、

塩が送られてきました。敵であっても相手が苦しい時は助ける意味の 

『敵に塩を送る』という言葉は、ここから生まれました。 

 

【参考】「1年まるごときょうはなんの日？」文研出版 20/い 

1月 11日 塩の日 

図書室だより 
 

朝の冷えた空気が、気持ちを新たに、身も心も引き締めてくれるような新年のスタートです。 

今回の特集は「心が元気になる本」です。関連本が図書室にあるので、読んでみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《砂糖を知る本があります！》 ・「農林水産省職員直伝『食材』のトリセツ」マガジンハウス 59/の  

                                              

「青春サプリ。」 

ポプラ社 37/せ 

・この一瞬にすべてを 

全国の運動部・文化部を取材、5つの部活ストーリーを収録。

注目シリーズ、第 8弾！ 

テーマは、一致団結。 

書道部、ファッション部、吹奏楽部、応援団部、コーラス部。 

  

・自分らしくあるために 

テーマは、唯一無二。 

ジャズバンド部、地理歴史部、フラワーアレンジメント部、 

女子野球部、男子バレーボール部。 

  

・好きだから負けたくない 

テーマは、切磋琢磨。 

女子バレーボール部、男子バスケットボール部、バドミントン部、 

野球部、吹奏楽部。 



☆支援員不在時には返却ボックスに図書を

返却することができます。ご活用ください。 

 

睦月 学問の神様 

新着図書紹介 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《こんな本もあります！》 ・「タガヤセ！日本」61/し ・「中学英語から始める洋書の世界」830/は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開室日は月・火・木・金です。 

※1 月 16 日、17 日は閉室となります。 

開室時間は 13：00～17：00 です。 

貸出冊数は最大 2冊までです。 

返却後は所定の棚へ戻しましょう。 

期限は 2週間です。 

期限は必ず守ってください。 

まだ読みたい場合は返却後、 

もう一度貸出を行ってください。 

調べ物の図書、読みたい図書を、 

お探しします！ 

お気軽に声をかけてください♪ 

 

 
・「ときめきのミュージアムグッズ」 

大澤夏美/著 玄光社 06/お 

・「『手紙屋』蛍雪篇～私の受験勉強を変えた十通の手紙～」 

喜多川泰/著 ディスカヴァー・トゥエンティワン 15/き 

・「地球の歩き方 ムー 異世界の歩き方」 

学研プラス 290/ち 

・「おカネの教室 僕らがおかしなクラブで学んだ秘密」 

高井浩章/著 インプレス 33/た 

・「もしも虫と話せたら」 

じゅえき太郎/絵 ペズル/文 須田研司/監修 プレジデント社 486/ぺ 

・「教養としてのラーメン ジャンル、お店の系譜、進化、ビジネス―50の麺論」 

青木健/著 光文社 59/あ 

・「日常写真が楽しくなるノートブック」 

鈴木さや香/著 インプレス 74/す 

・「谷根千ミステリ散歩 中途半端な逆さま問題」 

東川篤哉/著 KADOKAWA 913/ひ 

・「両手にトカレフ」 

ブレイディみかこ/著 ポプラ社 913/ぶ 

・「小説 すずめの戸締まり」 

新海誠/著 KADOKAWA ☆913/し 

 『湯島天神』の名で親しまれている『湯島天満宮』は、

学問の神様、菅原道真公が祀られ、受験の時期になると 

多くの受験生が合格祈願に訪れます。現在は学問の神様と

勝運の神様が祀られている湯島天満宮。2月から 3月に 

かけては梅の名所としても人気です。 

 

【参考】「東京の懐かしくて新しい暮らし 365日」 

中川よしこ/著 中川マナブ/著 自由国民社 291/な 


